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神戸市営交通100年の歩み

神戸市電開業より数えて、
おかげさまで100周年
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神戸市営交通100年の歩み 1917→2017

市電布引線上筒井へ延長。市営となって、まず熊内1丁目から
上筒井に至る熊内延長線に着手。大正8年4月に完成した。
熊内1丁目で布引方面へ折り返し運転をしていたころ

市電のイメージを再現した「みどりの地下鉄」が
誕生

市営地下鉄が開業10年で全線開通

阪神・淡路大震災で壊れたバス停留所（三宮）

地域の活性化をめざして地下鉄海岸線が開業

「新型車両デザイン総選挙」投票の結果選ばれた
デザイン案（平成30年度から地下鉄西神・山手線を
走行する新型車両）

日本初のスチール・カー（G型低床四輪客車）

市営バス事業を開始

市営観光バス事業を開始

阪神大水害で市電・市バスが運転不能になる

神戸市電も社会情勢の激変の中でその役目を
終えた

4月  1日

4月15日

8月  1日

市バス「ロケーションシステム」
サービス提供開始

市バス交通系ICカード全国相互
利用サービス開始

神戸市営交通開業100周年

1917

1922

1930

1936

1938

1971
2018

2001

1995

1987

1977

1917（大正6）年 8月 1日 「神戸市電気局」を創設
市営として発電、配電及び市街
地路面電車事業を開始

1930（昭和5）年 9月16日 市営バス事業を開始

1933（昭和8）年 4月 1日 市電の車体色をみどり色に統一

1935（昭和10）年12月25日 市電ロマンス・カーの運行を開始

1937（昭和12）年12月23日 貸切バス営業開始

1942（昭和17）年 5月19日 電気局を「交通局」に改称

1967（昭和42）年10月27日 「地方公営企業法」による財政
再建計画承認

1968（昭和43）年 4月21日 市電路線の一部廃止始まる

6月24日 神戸市交通事業審議会 市電に
代わる高速軌道の整備を答申

1969（昭和44）年11月17日 都市交通事業審議会 市内高速
鉄道網等の整備を答申

1971（昭和46）年 3月13日 市電路線（路面電車事業）を全線
廃止

10月15日 地下鉄名谷～新神戸間13.6km
の地方鉄道事業免許取得

1972（昭和47）年11月25日 地下鉄西神線工事着手

1973（昭和48）年 9月15日 70歳以上の高齢者に市バス敬老
優待乗車証を発行

1974（昭和49）年 3月12日 「地方公営交通事業の経営の健
全化の促進に関する法」による
新再建計画承認

1977（昭和52）年 3月13日 地下鉄名谷～新長田5.7km営業
開始

12月17日 地下鉄新長田～新神戸間工事着手

1982（昭和57）年 2月17日 地下鉄名谷～西神中央間9.4km
の地方鉄道事業免許取得

8月30日 地下鉄名谷～西神中央間工事着手
バスロケーションシステム運用開始

1983（昭和58）年 6月17日 地下鉄新長田～大倉山間4.3km
営業開始

1985（昭和60）年 6月18日 地下鉄新神戸～大倉山間3.3km、
地下鉄名谷～学園都市間3.5km
営業開始

1987（昭和62）年 3月18日 地下鉄西神・山手線全線開通
（地下鉄学園都市～西神中央間
5.9km営業開始）

1988（昭和63）年 4月 2日 北神急行電鉄との相互直通運転
開始

1990（平成2）年 4月 7日 シティー・ループ運行開始

1992（平成4）年 3月30日 リフト付きバス運行開始

1993（平成5）年 4月 1日

4月26日 地下鉄海岸線（新長田～三宮間
7.9km）の鉄道事業免許取得

1994（平成6）年 3月29日 地下鉄海岸線工事着手

1995（平成7）年 6月 1日 超低公害・天然ガスバス運行開始

1998（平成10）年10月12日 ノンステップバス導入

1999（平成11）年 4月 1日 貸切観光バス事業を廃止

4月30日 「神戸市交通事業経営健全化計
画」を策定

10月 1日 スルッとKANSAIへ加入

2000（平成12）年 4月 1日 定期観光バス事業を廃止

2001（平成13）年 7月 7日 地下鉄海岸線7.9km営業開始

2003（平成15）年 2月13日 「神戸市交通事業新たな経営計
画」を策定

2004（平成16）年 4月 1日 市バス有野営業所の管理委託開始

9月15日 「神戸市交通事業の経営改革プ
ラン《レボリューション 2004》」
を策定

2005（平成17）年 4月 1日 市バス魚崎営業所・松原営業所
の管理委託開始
市バス西神地域５路線（12, 13, 
14, 20, 57系統）を移譲

2006（平成18）年 4月 1日 市バス落合営業所・西神営業所
の管理委託開始

10月 1日 地下鉄にICカードシステム
「PiTaPa」導入

2007（平成19）年 3月13日 地下鉄西神・山手線開業30周年

9月 1日 地下鉄にIC定期サービス
（「PiTaPa」定期）導入

9月25日 「神戸市営交通 ステップ・アップ 
プラン」を策定

2008（平成20）年 9月 1日 市バスにICカードシステム
「PiTaPa」導入

2011（平成23）年 4月26日 「神戸市営交通事業 経営計画
2015」を策定

2013（平成25）年 3月23日 地下鉄にICカード全国相互利用
サービス導入

5月 1日 市バス９路線（60, 61, 62, 63, 
67, 68, 69, 150, 158系統）を
移譲

2014（平成26）年 3月18日 市バスにIC定期サービス（「PiTaPa」
定期）導入

4月 1日 ICカードによる市バス乗継割引
制度を新設

2016（平成28）年 3月30日 「神戸市営交通事業 経営計画
2020」を策定

2017（平成29）年 3月13日 地下鉄西神・山手線開業40周年

地下鉄でNEW「Uラインカード」
を導入
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クルマ社会の到来と市電
（加納町3丁目方面、昭和45年）女性車掌が活躍した市電の車内風景

西神地域と都心部を結ぶ西神・山手線「みどりのUライン」

総合運動公園と西神・山手線

市バスの台頭
市営バスの第1号は昭和5年9月16日。須磨駅前から灘桜口間を
往復し「青バス」として好評だった。戦前のガソリン規制など困難が
あったが、「木炭バス」「薪バス」の考案で苦しい時代を乗り越えた。
戦後、ディーゼルバスが登場し、バス事業は飛躍的に拡充した

市民とともに、
まちとともに。
神戸市営交通100年の歩みは、
私たちの暮らしと密接に結びつき、ともに歩んだ100年でした。
わがまち神戸の様子も時代とともに変遷し、技術の進展に応じ、
通勤・通学など移動の利便性が飛躍的に向上しました。

〈私たちの暮らしと、神戸市営交通の歩み〉

100年、
街も大きく
変わりました

神戸市バスは、1930年創業
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苦難の時代も
ともに乗り越えてきました

通勤、通学、ショッピング
いつも便利な市民の足として

三宮駅前を行きかう市電と市バス（昭和45年） 『神戸市電が走った街 今昔』©JTBパブリッシング

『神戸市電が走った街 今昔』
©JTBパブリッシング

阪神大水害で被害を受けた市電と復旧の様子（昭和13年） 阪神・淡路大震災から復興へ

戦時中空襲で、鉄骨だけになった市電の撤去作業（昭和20年）

兵庫運河に架かる高松橋を渡る
市電と市バス（昭和46年）
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車両の変遷

なつかしの品

最初の市街電車
神戸市電の前身・神戸電気鉄道㈱（明治43年4月5日創業）が、神戸（春日野道～兵庫駅前間）に走らせ
た最初の電車。当時としては最新型のイギリス製ラジアル式4輪客車。型式としてA車と呼ばれた。

開業当時の市電

700型ロマンスカー（昭和11年建造）

１１００型ボギー車
昭和29年に、750型後部車掌台及び
出入り口を車体中央部に設けた試作
車を自家製作した。戦後初めての弾
性車輪など新設計だった。

創業時のシボレー車
昭和5年9月、市営バス創業の第1陣と
してアメリカ製シボレー車24両を購
入。それ以後、昭和11年度末までにシ
ボレー車は6車種134両に増えた（車
長4.85メートル、車幅1.82メートル、
座席定員12人）。

流線型車体の市営バス
昭和8・9年頃、世の中「流線型」
ブームとなり、昭和10年長田工場に
て製作された最初の流線型車両。

戦後のボンネットバス
（昭和 23 年～）

乗車券・市電1区片道３銭（大正6年）　

市バス回数券
33回分3円
（昭和5年）

神戸博覧会
   割引入場券付き

   連絡券
    （昭和25年）市電通勤定期券

3か月10円50銭
（昭和20年）

市電全面廃止記念・おなごり
乗車券 無料（昭和46年）

市営地下鉄開業記念
地下鉄1日通用券（昭和52年）

地下鉄Uラインカード

日本シリーズ開催記念
地下鉄乗車券（平成７年）

王子動物園ジャイアントパンダ
来園記念市バス専用カード
（平成12年）

市バス開業70周年記念カード

箱型バスの時代
       （昭和30年～）

切符の移り変わり
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電車運転系統図
瀧道～春日野、筑島～西柳原間がまだ走っており、板
宿線、税関線が未開業だった頃の系統図。

神戸市電に使用されていた
運転台のコントローラーボード

いろいろな徽章
帽章（上段）終戦直後までは交通局章を囲
む桜の花ビラが5枚の金モール製。その後
は八重桜となり昭和44年9月に金属製と
なった。
詰襟章（中段・下段）「M」は運転手、「C」
は車掌など職種を表していたが、昭和23
年から桜で囲んだ丸型に。

停車場の
 標識板

交通局グッズ
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